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子ども、自転車を見かけたら

徐行し、急な飛び出しなどに十分注意！

濃霧で車線を見失う?

大型車同士が正面衝突で双方の運転者死亡

宮城県警察本部 特別編集 ２０１４年０３月３１日（月） ０６時５９分

２８日午前４時３５分ごろ、宮城県の国道を走行していた大型トラックが対向車線側へ逸脱。対

向車線を順走していた大型トレーラーと正面衝突する事故が起きた。この事故で双方の運転者

が死亡している。双方の車両は衝突によって運転席部分が大破。トラックを運転していた６２歳

の男性と、４５歳の男性は全身を強打したことが原因で死亡した。事故に巻き込まれた他車両は

なかった。事故当時、現場付近は濃霧となっていて、視界がほとんどない状態だった。警察で

は濃霧の影響で車線がわからなくなっていたことが事故につながったものとみている。

中間点呼時の安全指示の徹底

事故のほとんどは、イライラやあせりなどの感情が原因 ドライバーへの気遣いを忘れずに

先を予測できる作業指示により、ドライバーのストレスを減らす

２時間ごとに、１５分休憩！

荷台からの転落に注意！

脇道から乗用車が出てくるかも知れません！

バック時は 降りて確認 乗っても確認

追突、玉突き事故を防ぐ 交差点手前で止まる時は車１台分のスペースを空けて止まる

交差点 「右左確認／よ～し！」

国道交差点を歩いて横断中の高齢女性

トラック運転手の軽自動車にはねられ死亡

２０１４年０３月２４日 １２時１５分

２４日午前５時すぎ、和歌山県の国道交差点で、道路を歩いて横断していた８２歳の女性が

トラック運転手の軽自動車にはねられ、病院で死亡しました。

トラクター運ぶため道路中央にいた

トラックにはねられ死亡

２０１４年３月２７日（木）１４時１５分

２６日午後６時５５分頃、千葉県の県道で、農業の男性（７４）が、土木作業の男性（６１

）のトラックにはねられた。農業の男性は、全身を強く打ち死亡した。警察によると、現場は

片側１車線の直線道路。農業の男性ははトラクターを運ぶ作業のため、道路中央付近にいた。

トラックはみ出し⇨対向トラックと接触

後方トラックと正面衝突、１人死亡

２０１４年０３月２９日（土）

２９日午前５時５０分ごろ、長野県の国道で、会社員の男性（３７）の中型トラックが中央

線を越え、対向してきた会社員の男性（５５）の中型トラックと接触、その後方を走っていた

自営業の男性（６５）のトラックと正面衝突した。自営業の男性は病院に運ばれたが、約２時

間半後に死亡が確認された。


